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2 Ep-4

家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

子どもの家庭生活 と共 感性、 個別性、セ ルフ・ エスティー ム（第4 報)    家事労働にお いて

木田淳子 、゙奈良由美子*. 藤田祥子, ○守野美佐子、高野愛子、辰巳理恵子、野口知有“ 、藤本多賀子“

（ 大゙阪教育大、“ 大阪教育大・院）

目的　日常の家庭生活に欠かせない家事労働が，子どもの共感性，個別性，セルフ・エ

ステイームにどのような影響を及ぼすかを明らかにする。

方法　小５・中2   ･高２の児童・生徒を対象に，質問紙法に基づく調査を実施した。家

事労働に関する調査項目は，子どもが家事を行う頻度，家事を通じての親子の関わり方，

父親の家事の頻度，家事分担により子ども自身が得る満足感，役立ち感, 自信についてで

ある。これらの実態と子どもの共感性，個別性，セルフ・エステイームとの関連を,χ^検

定結果に基づき考察した。

結果　子どもの共感性に関しては，家事における主体性尊重の親の対応，子ども自身の

家事分担頻度の高さや主体的家事分担，それに家事分担により得る満足感，役立ち感，自

信が，家族間の親密な交流を生み，子ども自身の豊かな感情を育むのを助け，プラスに働

いていた。子どもの個別性に関しては，家事における主体性尊重の親の対応や子ども自身

の主体的家事分担，家事分担により得る満足感，役立ち感，自信が，子ども自身の安定し

た自己像を育むのを助け，プラスに働いていた。子どものセルフ・エスティームに関して

は，子ども自身の主体的分担と家事分担により得る満足感，役立ち感，自信が，意味ある，

価値ある存在である自己を子ども自身が確認するのにプラスに働いていることがわかった。

2 Ep- 5 子ども の家庭 生活と共感性、個別性、 セルフ・エス ティー ム（第５報） 余 暇活 動において

木田淳子’、奈良由美子 、゙○藤田祥子、守野美佐子、高野愛子、辰巳理恵子、野口知有“ 、藤本多賀子“

（≫大阪教育大、“ 大阪教育大・院）

目的　余暇活動にみる家族の共同が、子どもの共感性、個別性、セルフ･エスティームに

どのような影響を及ぼすかを明らかにする。

方法　小５・中2  ･ 高２の児童・生徒を対象に、質問紙法に基づく調査を実施した。調

査項目は、余暇活動に関する①家族の余暇の共同頻度と楽しさ、②子どもの感動経験と親

子の感動共有の実態である。これらの実態と子どもの共感性、個別性、セルフ・エスティー

ムの形成との関連を、χ2検定に基づき考察した。

結果　余暇活動にみる家族の共同の実態と意識をみると、高校生になるほど家族との共

同行動は減少し、とくに男子に顕著である。「楽しさ」意識は、小学生ほど高い。そして

家族一緒にしたいという希望も小学生が高くもっているが、高校生でも音楽活動等の共同

希望は高い。また感動経験をみると、高校生ほど高いものの、親との共有は低位である。

余暇を通じての共同頻度の高さは、子どもの中に楽しさ意識を生み出し、親子間のコミュ

ニケーションを活性化させる。共同経験の豊かさや楽しさ意識は、感動経験や、感動共有

の基盤となっている。そしてこのような家族の余暇活動の共同や感動の共有が、子どもの

共感性の形成に深く関与し、また、個別性形成にも影響していることが明らかになった。
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